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わたし そうごうてき かんきょう

　私たちの学校では、第４学年の総合的な学習の時間に環境について学

習しています。「美しい地球を守るためにできることから始めよう」と
エスディージーズ か のう

いうテーマのもと、さまざまなＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）につな
しょうかい

がる活動を行っています。本年度行った活動を紹介します。
か てい イーエムきん

　まず、学校給食の調理過程で出る野菜の皮などのごみをＥＭ菌（有用
び せいぶつぐん ま ひりょう ひりょう ち いき

微生物群）と混ぜて、肥料を作りました。その肥料を地域の花屋さんに置
ぼ きん い らい はい ふ

いてもらい、協力いただける方には募金を依頼し配布。集まったお金は、
めぐ き ふ

世界中の恵まれない子どもたちのために使えるよう、寄付しました。
イーエムかっせいえき くさ き ぞ へ

　その他、ＥＭ活性液作り、野菜の皮で草木染め体験、フードロスを減
ふうりん あま

らす活動、ペットボトル風鈴で夏の節電、余った材木から「マイはし」
ぎゅうにゅう

作り、牛乳パックで絵はがき作りなど楽しみながら活動しました。
きょうゆ なが す み ほ こ

（教諭　長洲美穂子）

校歌に合わせて「友小体操」をする１年生

しんがた かんせん ぼく

　新型コロナウイルスによる感染が広がり、僕たちの生
ちくせき

活は一変しました。体が重く感じ、ストレスを蓄積する
ふ

ことが増えました。
ほ けん かいしょう え がお

　そこで保健委員会では、運動不足解消のために、そして、朝から笑顔で
こ ともしょうたいそう たいそう

生活できるようにと願いを込めて「友小体操」をつくりました。体操す
さい だれ たいそう

る際の音楽は校歌です。誰でも口ずさむことができ、覚えやすい体操にし
かた うで

ました。肩を回したり、腕のストレッチをしたりするなど場所を取らず、
すわ たいそう じっ し

座ってできる体操にしました。毎朝実施することで、体が目覚めること

ができます。そして体も心も軽く、楽しい学校生活がスタートします。
とも べ

　この活動を通して、友部小学校のみんなが前よりも明るく元気に生活
たいそう

をしています。これからも体操を続けて活気あふれる学校にしていきた
ほそ の じん

いです。 （６年　細野仁）

◆校　長　藤枝　泰弘

◆児童数　７０４人

◆創　立　１９０４年

◆住　所　笠間市美原
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　友部小学校では、１年生から６年生ま
え がお

でみんな仲良く、笑顔で生活していま
たて わ

す。特に、縦割り班活動の「くりたタイ

ム」では、一年を通して全ての学年で一

つのグループをつくり、さまざまな遊び

をしています。６年生が中心となって遊
き かく きずな きちょう

びの企画をするので、絆を深め、自身を成長させる貴重

な機会となっています。
ち いき ゆた とも

　さらに、地域の特色を生かした校外学習の豊かさも友

べ くり

部小学校の大きな特色です。例えば、栗の生産量が全国
かさ ま

トップである笠間市に立地していることを生かし、３年
きんりん くり くり ち いき み

生では近隣の栗農家で栗拾い体験などを行い、地域の魅
りょく

力を知る機会となりました。また、実行委員会を立ち上

げ、児童が計画に関わることにより、特別な達成感を味

わうことができます。
わたし とも べ ち いき ふ

　私たちの友部小学校は地域との触れ合いを大切にしな

がら、みんな仲良く生活しています。
ふじよし り こ

（６年　藤芳莉子）
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かさ ま どうにゅう たんまつ

　本校では、笠間市で導入したタブレット端末を活用して、主体的で対
たし

話的な深い学びを通して確かな学力を育成することを目標としていま

す。
しょくいんけんしゅう じゅぎょうし えん こう か てき けんしゅう

　そのために、職員研修で授業支援アプリの効果的な活用の仕方を研修
じゅぎょう

しています。授業では、アプリを使用して、児童一人一人の考えを集め

て、考えを共有できるようにしました。そして、児童が友達の考えを参
ひ かく

考にしたり、自分の考えと比較したりすることができるようにしまし

た。児童は、友達のさまざまな考えを自由に見ることができるため、自

身の考えを広げたり、深めたりすることができるようになりました。
じゅぎょうし えん じょうほう ぎじゅつ

　今後も、授業支援アプリやさまざまなＩＣＴ（情報通信技術）機器な
じゅぎょう じゅうじつ ないよう り かい

どを使った授業の充実に努め、児童が学習内容の理解を深めていくこと

ができるようにしていきたいと思います。
きょうゆ ふじいえこう じ

　 （教諭　藤家幸司）
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